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令和２年 10 月 20 日 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 

環境省の委託事業で､熊本大学を始めとする産学官連合

が開発した EV バスの実証試験を横浜市で開始   

（10 月 27 日に横浜市で披露セレモニーを開催） 
 

１．概要 

熊本大学を始めとする産学官プロジェクト（環境省委託事業）が開発した

EVバスの実証試験を横浜市で開始しました。 

来る10月27日には､横浜市庁舎で車両披露セレモニーを開催します。 

１．事業名  

環境省 CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業  

「エネルギー密度を向上した大型車用 EV システムの開発と大都市路線バスへの適用実証」  

2.代表実施者／技術開発代表者  

熊本大学／大学院先端科学研究部  シニア准教授  松田俊郎  

３．  共同実施者  

横浜市        (株 )イズミ車体製作所     (株 )ピューズ  

東京電力ホールディングス(株 )     (株 )e-Mobility Power 

熊本大学をはじめとする産学官プロジェクトが平成28〜30年度に実施した 

環境省委託事業「EVバス､トラックの普及拡大を可能とする大型車用 EVシステ

ム技術開発」では､乗用車EVの量産技術を活用した低価格の大型路線バスを開

発し､熊本市近郊の実証試験で､路線バスとして十分な実用性があることを実

証しました。 

今回のプロジェクトは､この技術をさらに進化させ､バッテリーのエネルギ

ー密度向上､大容量減速機､100kW級急速充電器対応等の新技術を織り込んで､

路線バスとしての適用性をさらに向上させた大型車用EVシステムを開発し､

バスの保有台数が多い大都市圏でのEVバスの実用性を実証して､EVバスの普

及拡大を目指すものです。 

開発したEVバスの実証試験は､利用者数､坂道､渋滞などが多く､EVバスの運

行に厳しい横浜市営バス路線で行います。 

路線バスとしての実用性や新技術の評価を行うことに加え､いろいろな路

線を走らせて､走行エネルギーや充電電力などのデータを蓄積し､充電インフ

ラ､電力マネジメントも含めた将来のEVバス大量運行のモデルを構築します。 
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２．開発の狙い  

バッテリーのエネルギー密度向上､大容量減速機､100kW級急速充電対

応等の新技術を織り込み､路線バスとしての適用性を向上させた大型車用

EVシステムを開発し､大都市バス路線でEVバスの実用性を実証すると共

に､EVバス大量運行の仕組みを構築しEVバスの普及拡大を目指します。  

 

３．主な技術開発の内容  

１）EV路線バスの性能計画 

バスの運行データを分析し､充放電プロファイルやバッテリー容量等を計画

すると共に､走行エネルギー量やCO2削減効果を予測しています。 

２）高エネルギーのリチウムイオン電池により航続距離を大幅向上 

最新のリチウムイオン電池技術を導入し（日産リーフの電池モジュールを 

搭載）､バッテリーパック1個で40kWhの容量を

実現。実証試験車は4パックを搭載可能とし

160kWhの大容量としました。 

｛(株)エンビジョンAESCジャパンが開発｝ 

 

３）高出力モーターを直結する大容量減速機を開発し変速機を廃止 

乗用車モーター2基の出力をプロペラシャフトに伝達する

大容量減速機を開発して変速を不要とし､変速機廃止によ

る軽量化を実現しています。｛日産リーフ用モーター 

を2基搭載。大容量減速機は愛知機械工業(株)が開発｝ 

 

４）モーター回生技術による運転容易性と電費の向上 

熊本の実証試験から採用した独自のモーター回生技術により､運転容易性と

電費を向上させました。（熊本実証試験で走行エネルギー回生率40％を記録） 

 

５）急速充電対応能力を100kWとし充電時間を短縮 

 最新の100kW急速充電技術に対応可能な強電システムを開発し､充電時間短縮

によりEVバスの適用性を向上させました。｛（株）ピューズが開発｝ 

 

６）低床フロアのEVバスを実現 

バッテリーパックやモーター等のEV専用部品を床

下やエンジンルームに搭載可能なレイアウトを開

発し､低床フロアのEV路線バスを実現しています。

｛（株）イズミ車体製作所が製造技術を含めて開発｝

  

７）EVバス大量運行モデル検討 

EV路線バスの本格導入に向けて､実証データをも 

とに､充電インフラ､電力マネジメントも含めたEV 

バス大量運行のモデルを検討し､仕組み作りを行 

います。 {東京電力ホールディングス(株)と 

（株）e-Mobility Powerが参画｝    
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４．実証試験について 

 EVバス社会実装を迅速に進める為

には､バスの保有台数が多い大都市

圏での適用性の実証が重要です。 

今回の実証試験は､横浜市交通局

が､横浜駅を経由する横浜市営バス

路線で実証試験車を運行します。  

横浜市は､地方都市と比べてバス

利用者が多く､渋滞や発進停止回数

が多い､急な坂道が多い等､EVバス運行に厳しい条件がみられます。 

来年2月迄の実証試験で､路線バスとしての実用性や新技術の評価を行うとと

もに､CO2排出量などの環境性能へのインパクトをまとめる予定です。 

 

運行事業者：横浜市交通局   実証試験期間：〜令和3年2月  

実証試験路線：横浜市交通局が定める複数の路線（横浜駅周辺） 

 

５．「横浜EVバス実証事業 車両披露セレモニー」について 

＜主催＞ 熊本大学  共催 横浜市 

＜日時＞ 令和２年 10 月 27 日（火曜日）14：20～15：50 

＜会場＞ 横浜市庁舎１F アトリウム 

＜内容＞ 式典、技術説明、試乗会など  

参加希望の報道関係者は 10 月 23 日（金）中に下記迄､連絡ください。  

【お問い合わせ先】  

熊本大学大学院先端科学研究部  

担当：シニア准教授 松田俊郎 

電話：096-342-3631 

e-mail：toshiromatsuda@cs.kumamoto-u.ac.jp 

 

（参考）環境省委託事業：EV バス､トラックの普及拡大を可能とする大型車  

用 EV システム技術開発（平成 28〜30 年度） 

本事業では､乗用車EVの量産技術を活用

した低価格の大型路線バスを開発し､熊本

市近郊の実証試験で､路線バスとして十分

な実用性があることを実証しています。 

 

 

 


